
特定非営利活動法人カケルバイク

サイクリストフレンドリーエリア創造

カケルバイク創造プロジェクト

沼津市口野を拠点に、伊豆半島サイクリングの振興と国内外のサイクリストを繋ぐハブとして NPO 法人を立ち上げ、事業化します。

ツアーガイドの養成、ツアーガイド派遣、サイクリストが安全に楽しく走れるようにスキルアップ講座等を開催します。

所在地 沼津市口野５５−１６

HP https://www.facebook.com/kakerubike/

Tel 090-6350-0023

Mail kakerubike@yahoo.co.jp

団体概要

https://www.facebook.com/kakerubike/


目 的

これまで行政が中心になって取り組んできたインフラやソフト事業を活用し、民間目線で沼津市を基点としたサイクルツーリズムの魅力

発信と、サイクリストが楽しく安全に走るサポートを目的とします。市内外から訪れるサイクリストに対し、地元サイクリストがサポート

できる体制を構築します。寄せ集めのサポーターではなく、派遣ルールなどを明確にしたうえで、同時にガイドライダーとしての地位・意

識向上を図っていきます。

実施概要

＜ガイド養成＞ 原則、地元サイクリストで構成し、安全にツアー客が楽しめるようなガイド養成を目指します。

1. 走行時のルールの統一

2. 安全走行最優先の意識醸成

3. ライディングポジション、技術的助言

4. 状況に応じたライディング技術の習得

5. 道路状況・観光情報などの共有化

6. 故障等のトラブル対応・処置

＜ガイド派遣＞ 市内外からの視察やモニターサイクリングなどに対応

＜安全走行講習＞ 地元サイクリスト、所属するガイドリーダー、初心者などを対象に不定期に安全走行講習会を開催する。



メンテナンス講座

＜会場＞

サイクルステーション静浦東

＜開催日＞

2019/6/28 2019/7/5 

＜講師＞

カケルバイク小野

ミンズーバイク古郡

＜募集方法＞

SNSでフォームから

＜参加費＞

2000円

＜参加人数＞

5人

手法・スケジュール

日本代表選手とのライド

＜内 容＞

一般参加型ライドイベント

＜開催日＞

2019/5/4

＜ガイド＞

小野／松本／依田

＜募集方法＞

フェイスブックページ

チェレステカフェ店頭

＜参加費＞

4000円

＜参加人数＞

10人

ライド参加者全員で

ランチ及び懇談会開催



ぐるっとぬまいちガイドライド

＜参加対象＞ 募集に応募したサイクリスト（初心者むけ）

＜人員配置と役割分担＞ 平塚吉光（チームブリヂストンサイクリン

グ所属 ゲストライダー）／大庭康二（ガイド）／松本徹也（ガイ

ド）／小野剣人（ガイド）

＜スケジュール＞ 2019/9/11 7:00 集合 15:00 ゴール

＜事前試走＞ ３回（ラフ案・修正版・決定版）

＜コース＞ 沼津の誇る絶景の海岸線や、狩野川周辺の心癒す素晴ら

しいロケーションを満喫できる35kmライドコース。

スタート・サイクルステーション（口野）→沼津港まで走行→乗船・

大瀬崎へ→海岸線を走行→ゴール・サイクルステーション（口野）

手法・スケジュール

E-BIKE で行く幻の滝トレッキング&TOJ 観戦ツアー

＜開催日＞

2019/5/24

＜ガイド＞

鈴木

バイシクルピットスタンプラリーガイドライド

実施場所：サイクルステーション静浦東発着

＜参加対象者＞ バイシクルピットスタンプラリー参加者

＜人員配置と役割分担＞ 平塚吉光（ゲストライダー）／勝呂まさひ

こ（案内）／松本徹也（サイクリングガイド）／小野剣人（サイクリ

ングガイド）

＜スケジュール＞ 2019/12/1 ８：００集合１６：００ゴール

＜事前試走＞２回

距離約 70 キロ、スタンプ数 43 ヶ所



事業効果

ガイド講習を多数実施。（実走、メンテナンス、救急救命、テクニックなど）

沼津市役所のイベント「ぐるっとぬまいち」や静岡県のイベント「富士山チャレンジライド」などへのガイド派遣を行った。

また、カケルバイク 主催のイベントでは県内外から多数のサイクリストにお越しいただき、静岡県東部伊豆のサイクリングにおける魅力発信

を行った。

ぐるっとぬまいち

育成したガイドによるライド前ブ
リーフィング

ガイド向け救急救命講習

ガイド育成講習

ツアー参加者のSNS発信



今後の課題・これからの展望（今後の活動予定

コロナウイルスの影響で外に出にくい雰囲気があるが、健康維持のためにも安心してサイクリングに取り組める環境づくりを推進してい

きたい。

具体的には、スマートフォンを利用した無線の導入でソーシャルディスタンスを保ったままサイクリング中の会話が楽しめるシステムの

構築や、外に出たくなるきっかけづくりを重要視していければと考えております。

ぐるっとぬまいちや、他のガイドイベントにご参加いただいた方々は、その後リピーターになってくれた方も多く 「サイクリングガイ

ド」という役割の重要性が広まりつつあると考えられる。

今後は、ガイドのスキルを地道に向上させ、イベントは地元の魅力をわかりやすく発信、より魅力あるライドの手助けをできればと考

えていいます。

自己評価

ガイド育成においても参加者から好評をいただき、各種講習に積極的に参加してもらっており、また実際に派遣したイベントでも安定し

た運営を行えていることから成功と言える。
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